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現在の状況 
今日、機械設計企業は、原材料や部品の供給網の混乱や熟練労働者の不足（雇用維持）という逆風にさらされながら、
他社に先んじて新しい機械製品を市場に投入することに苦労しています。 

最近のレポート「2023 State of Design & Make」によると、オートデスクの設計・製造用製品を使用する回答者の 
76% が、自社の将来的な成長はデジタル ツールにかかっていると答えています。

ソフトウェア ツールを接続し、統合することで、機械設計企業のアジリティが高まり、変動する市場に適切に対応で
きるようになります。デジタル トランスフォーメーション（DX）には、プロセスを自動化してイノベーションに対応
できるようにすることも含まれます。これにより、企業は、時間を節約し、高品質な製品やサービスをエンド カスタマー
に提供することに集中できます。

設計・製造分野の回答者は、デジタル トランスフォーメーション（DX）の最大のメリットを次のように評してい
ます。

	• コストの削減 
	• 製品やサービスの迅速な市場投入 

	• プランニングの簡素化、ビジネス上の意思決定の向上 

オートデスクの価値 
機械設計向けのコラボレーション ソリューションをサブスクリ
プションという形で提供しているのは、オートデスクだけです。
どこからでも、どのデバイスからでもデータにアクセスでき、
設計コンセプトの作成から製品化まで、設計、検証、製造のラ
イフサイクル全体をカバーする、デスクトップとクラウドのア
プリケーションを組み合わせた製品を提供しています。

https://www.autodesk.co.jp/insights/research/state-of-design-and-make


機械設計企業がオートデスクを選ぶ
主な理由

製造効率を高めるために、市場の把握、コンセプトの
評価、設計の合理化に時間をかけることは、十分に意
義があります。実際、これらの手間を惜しむと、商業
的成功が見込めない製品を市場に投入することになり
ます。

しかし、アイデアの評価に時間がかかりすぎると、開
発プロセスにコストがかかり、他社に先を越されて市
場を奪われ、最先端ブランドという地位を固められて
しまうかもしれません。

設計エンジニアリング プロセスの質とスピードのバ
ランスをとることは困難で、サプライ チェーンの混
乱と厳しい労働市場によって、いっそう難しくなって
います。

オートデスクの設計自動化ツールを使用すると、反復
作業や付加価値のないワークフローに費やす時間を短
縮できます。これにより、付加価値の高いタスクに時
間をかけることができます。顧客の期待を超える革新
的な製品を生み出し、設計サイクル タイムを最小限
に抑えることができるのです。
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設計・製造に携わる回答者の 71% が、
プロジェクトの成果を向上させるため
に、テクノロジーに投資する計画を立
てています。
オートデスクの『2023 State of Design & Make』レポート 
詳細はこちら 

「iLogic を使用すると、エンジニアや設
計者が新製品の開発やイノベーション
について考える時間を増やすことができ
ます。社内部門で、3 週間かけなくても 
2 時間で新しいモデルを作成できること
がわかりました。システムの複雑性には
よりますが、どこでもエンジニアリング
に要する時間を 30% ～ 80% まで短縮
できます。顧客のニーズに応えることが
大いに簡単になりました。」 

GEA 社、シニア設計エンジニア /Dutt Thakar 氏 
続きを読む 

製品化までの時間の短縮 

https://www.autodesk.co.jp/insights/research/state-of-design-and-make
https://www.autodesk.co.jp/customer-stories/gea
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製品開発のスピードアップ 
今日、スプレッドシート、電子メール、紙ベースの
ワークフローをバラバラに組み合わせて使用してい
る製品設計会社は、業務規模を拡大し、成功する製
品を市場に送り出すことに苦労しています。

企業のデータがサイロ化された状態では、業務効率
が落ちるだけでなく、データを共有するためにいち
いち変換する必要があるなど、余計な手間や時間が
かかります。データの照合が困難な状態では、重要
な意思決定者が必要な情報にアクセスできず、会社
の健全性やプロジェクトをしっかり把握することが
できません。

オートデスクのデータおよびプロセス管理のソ
リューションにより、プロセス間の引き継ぎのレ
ポートやマニュアルの作成など、チームが付加価値
のない作業に費やす時間を大幅に短縮できます。作
業量が減ると、チーム メンバーが重要な作業に集中
できるようになり、チーム内の信頼感が強くなり、
アジリティが向上します。その結果、チーム全体の
能力が大幅に向上し、効率的かつ効果的に作業を行
うことができるようになります。

プロジェクト データを分析することで、作業を妨げ
ることなく、プロジェクトの進行状況を常に最新の
状態に保つように管理できます。これにより、管理
者は、意思決定の影響が最も大きいプロセスの早い
段階で、十分な情報に基づいて意思決定を行えるよ
うになります。

設計・製造に携わる回答者の 72% が、
データ管理と分析に投資する計画を立
てています。
オートデスクの『2023 State of Design & Make』レポート 
詳細はこちら 

「オートデスクがもたらした設計方法
や設計と製造を結び付ける方法には、
目から鱗でした。弊社の業務活動は「サ
イロ化」されていましたが、ゆくゆく
は解消しようと思っていました。実際、
現在は業務を結び付けることができる
ようになりました。」 

Hosokawa Micron 社 管理部長 /Iain Crosley 氏 
続きを読む 

https://www.autodesk.co.jp/insights/research/state-of-design-and-make
https://www.autodesk.com/customer-stories/hosokawa


提供製品の拡大 
設計・製造企業の総収入の 25% 以上が、新製品の発
売によるものです。市場のトレンドは、クラウド サー
ビスを使用して顧客に提供する価値を高めるコネク
テッド製品や「スマート」製品に向かっています。

スマート製品は、ライフサイクル全体を通じて継続的
にデータを収集し、やり取りすることで、顧客のア
クティビティを理解する手掛かりを得ることができま
す。これにより、顧客の要求をより深く理解すること
ができるため、既存のサービスをどのように改善する
か、また新しい製品ラインをどのタイミングで立ち上
げるかについて、十分な情報に基づいて決定を行うこ
とができます。

さらに、スマート製品では、収益の増加や顧客満
足度の向上につながるサポート サービスも提供
できます。

オートデスクの設計・エンジニアリング ソリューショ
ンは、設計の自動化とコラボレーションをサポートす
るため、顧客の意見を活かして製品戦略を立て、より
スマートな製品を設計することができます。
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詳細はこちら 

設計・製造に携わる回答者の 72% が、
今後 3 年間に新製品の開発に投資する
計画を立てています。
オートデスクの『2023 State of Design & Make』レポート 

続きを読む 

「Product Design & Manufacturing 
Collection のような統合ソリューショ
ンを使用することで、設計時間を半分
に短縮することができました。」 

Technica International 社 ビジネス アナリスト /Assaad Hani 氏

https://www.autodesk.co.jp/insights/research/state-of-design-and-make
https://www.autodesk.co.jp/customer-stories/technica-international
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サービスの拡大と多様化 
製品の成功は、製品の販売を開始したときに決まるわ
けではありません。製品ラインの成功は、市場での実
行可能性を判断するデータと洞察によって裏付けられ
ます。

設計開発全体の実行可能性を監視し、成功への道筋を
歩むには、組織全体で最新かつ正確な設計データが利
用できることが必要です。

製品の販売を開始したら、データの有効性、透明性、
信頼性を高めることで、サービス部門とアフター サー
ビス部門が、顧客の問題を解決し、サービスや予備部
品を提供し、トレーニングやコンサルティングで顧客
の成功を保証することができます。

製品開発中に作成された設計データは、企業の成功の
中核であり、PLM、MRP、ERP などのビジネス シス
テムの構築に必要な基礎データになります。

オートデスクは、クラウドを使用した、権限が制御さ
れた安全なデータ共有をサポートしており、どこから
でも、どのデバイスからでもデータにアクセスできま
す。Autodesk Platform Services は、クラウドでホス
トされる API セットです。ビジネス システム間でデー
タを同期して、分析したり評価することができます。

設計・製造に携わる回答者の 73% が、
今後 3 年間に製品やサービスのイノ
ベーションに投資する計画を立ててい
ます。
オートデスクの『2023 State of Design & Make』レポート 
詳細はこちら 

続きを読む 
Frumecar 社 シニア バイス プレジデント /Carlos Torregrosa 氏 

「Product Design & Manufacturing 
Collection の柔軟な機能やバーチャル 
リアリティを利用して、現場でアセン
ブリを検証したり、アセンブリの分解
情報や ERP に統合されたコンポーネン
トを活用できます。プロセスの利便性
が増し、アセンブリの組み立てや標準
的なコンテナでの輸送が簡単になりま
した。」 

https://www.autodesk.co.jp/insights/research/state-of-design-and-make
https://www.autodesk.co.jp/customer-stories/frumecar


環境への影響の低減 
オートデスクの設計および製造向け製品をご使用のお
客様は、サステイナビリティ アクションに率先して
取り組んでいます。次のような取り組みを行っている
組織の回答者の割合は、以下のとおりです。

41% 

35% 

33% 

生産廃棄物を削減し、リサイクル材料
の使用を増やしています。

環境への影響に配慮して、製品を設計
しています。

エネルギー効率の高いプロセスや機械
の開発や投資を行っています。

環境に配慮した設計プロセスは、サステイナビリティと
コスト削減の両面のメリットを得ることができ、顧客満
足度を向上させることができます。設計が環境に与え
る可能性がある影響について、早い段階で情報を収集
し、情報に基づいて意思決定を行うことが重要です。

設計が環境に与える影響について情報を集めること
で、設計開発の初期段階から意思決定プロセスにサス
テイナビリティを組み込むことができます。製品が環
境に与える悪影響を減らすと、顧客満足度が向上し、
製品コストと運用コストの両方を削減できます。

製品が環境に与える影響を考慮する場合、原材料の調
達から製造、使用、最終的な廃棄まで、製品全体のラ
イフサイクルを評価することが重要です。今日、サス
テイナビリティの重要性を認識する企業は増えていま
す。コスト削減の手段としてサステイナビリティ  
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ポリシーに従うだけではなく、製品のライフサイクル
全体を通じてサステイナビリティを実現するために投
資しています。

ジェネレーティブ デザイン、製造設計、シミュレー
ション用のオートデスクの高度なテクノロジーは、材
料の使用量を削減し、サステイナビリティに従った選
択に役立ちます。また、オートデスクのお客様は、
Makersite 社などのパートナーとのコラボレーション
により、適切なコスト、二酸化炭素排出量、材料を評
価して選択できるため、早い段階で持続可能な設計を
選択できます。

「シミュレーションは開発プロセスに
不可欠です。最適化のための非常に貴
重なフィードバックを得ることができ
ます。通常の気象条件下でタービンが
故障してしまったら、ベンチャー企業
としての可能性は一瞬にして消えてし
まいます。同時に、弊社の仕様が長期
的に通用するかどうかを見極めるため
に、10 年も待つことはできません。」 

Challenergy 社代表取締役 CEO/清水敦史氏 

続きを読む 

https://www.autodesk.com/partners/design-manufacturing/fusion-360-software-partners
https://www.autodesk.com/jp/design-make/articles/typhoon-turbines-jp


さっそく始めましょう

機械設計にオートデスク製品を使用する方
法については、ソリューション センター
をご覧ください。

詳細はこちら
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オートデスクの
「デザインと創造のプラットフォーム」 
今、世界中の企業が、ビジネスのトレンドや手法にお
ける急激な進化に直面しています。人々の働き方から
サプライ チェーンのあり方まで、さまざまな要素が
変化しています。人口の増加、消費者の嗜好の変化、
持続可能なソリューションに対するニーズが、あらゆ
る業界に新たな課題をもたらしています。そして、従
来のサイロ化されたツールや働き方では、こうした
ニーズに応えることができなくなりました。そのため、
このような課題を解決するために、クラウド上でつな
がった統合ソフトウェア ソリューションやデータ中
心のアプローチへ移行する動きが起きています。

オートデスクは、業界や分野を超えた専門知識を
提供し、お客様がこの新しい世界で成功できるよ
うにサポートします。オートデスクは、プロセス
を変革し、価値を提供するソリューションとエコ
システムにおいて先例を築いてきました。

オートデスクの設計・製造プラットフォームは、プロ
ジェクトのライフサイクル全体を通してチーム、ツー
ル、ワークフローを結び付けます。データの価値を最
大限に引き出し、お客様がデジタル トランスフォー
メーション（DX）を実現できるようにサポートし、
リアルタイムの分析と自動化により、作業を迅速化し、
より良い意思決定を行い、より良い結果を生み出せる
ようにします。

その先には、どのような世界が待っているので
しょうか。新しく、優れた設計・製造方法、すべ
ての人にとってより良い世界のデザイン・構築、
それは、公平で利用しやすく、持続可能な世界を
実現します。

https://www.autodesk.co.jp/solutions/cad-machine-design
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